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このたびは、クリナップ商品をご購入いただきまし 

て誠にありがとうございます。

この取扱説明書は、商品を安全に長い間ご使用 

いただくために、注意事項やお手入れ方法について 

まとめたものです。

ご使用前に必ずお読みいただき、以後も手近に保管

し、ご活用ください。
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注意記号について
この説明書には、安全や損害の発生につながる特に重要な注意には、 、 、●などの記号をつけて、 

大切な注意であることを示しております。

 警 告	 ：	人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。

 注 意	 ：	人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が
	 		想定される内容。

	記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体的な禁止内容 

（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

●	記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容

（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。

絵表示の例
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接触禁止

●	調理中は、整流板や周辺の部品に手を触れない

こと

	 整流板や部品が落下して、やけどやけがをする

ことがあります 接触禁止

●	運転中は指や物を絶対に入れないこと

	 けがをすることがあります

 注　意

使用禁止
100V

●	交流 100 Ｖ以外では使用しないこと

	 火災・感電の原因となります

水かけ禁止

●	電気部品（モーター・スイッチ等）は、水・

洗剤等の液体につけたりかけたりしないこと

	 ショート・感電することがあります

分解・修理・
改造禁止

●	修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修理・

改造はしないこと

	 火災・感電・けがの原因となります

※ LED 照明はお客様ご自身でのお取り替えはで

きません

	 光源寿命を迎えた場合は必ず交換作業をご依

頼ください

分電盤

●	お手入れの際は、レンジフードの運転を停止し、

照明を消す

	 次に必ず分電盤のレンジフード専用ブレーカーを

切ること

	 その際、ぬれた手で「入／切」しないこと

	 感電やけがをすることがあります

操作禁止

●	ガス漏れのときは、スイッチを操作しないこと

	 爆発・引火の原因となります

 警　告

ほこりをとる

電源を切る

●	電源プラグは、刃および刃の取付面にほこりが

付着している場合は良くふくこと

	 火災の原因となります

必ずお守りください
この安全上の注意をお読みの上、正しくお使いください

	ここに示した注意事項は、守らないと人身事故や、家財の損害に結びつくものをまとめて記載しております。

	お読みになった後は、お使いになる方が、いつでも見られる場所に必ず保管してください。

安全上のご注意
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安全上のご注意（続き）

 注　意

直視禁止

禁　止

接触禁止

●	整流板を本体から取りはずさずに、図のような

状態でお手入れをしないこと

	 落下するとけがをしたり、部品の傷・変形の原

因となります

●	LED 照明およびその周辺には、手を触れない

こと

	 高温になるため、やけどをすることがあります

●	点灯中の LED照明を直視しないこと

	 目を痛めることがあります

手袋をする

落下注意

取付注意

プラグを
持って抜く

●	電源プラグを抜くときは、コードを持たずに必

ず先端の電源プラグを持って引き抜くこと

	 コードに傷がつき、火災や感電の原因となりま

す

●	お手入れの際に、はずしたファンや部品の取り付

けは確実におこなうこと

	 落下によりけがをすることがあります

●	お手入れの際は、必ず厚手の手袋をすること

	 鋼板の切り口や角でけがをすることがあります

●	部品の取り付けまたは取りはずしの際は、部品を

落とさないように両手でしっかりと支えること

	 落下するとけがをしたり、部品の傷・変形の原因

となります

運転停止

●	調理中、油に火がついたときは、運転を止め

ること

	 運転をしていると、火の勢いがよけいに強く

なり危険です

プラグを
抜く

●	長期間ご使用にならないときは、必ず電源プラグ

をコンセントから抜く、または分電盤のレンジ

フード専用ブレーカーを切ること

	 絶縁劣化による感電や漏電火災の原因となります

使用禁止

●	本体に異常な振動が発生した場合、使用しない

こと

	 本体、部品の落下によりけがをすることが

	 あります

禁　止

●	レンジフードの上に物を置かないこと

	 落下してけがをしたり、火災や故障の原因とな

ります
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●	LED 照明を点灯しているとき、近くでテレビ

やラジオを使用されますと、雑音が入る場合

があります

	 その際はテレビやラジオを遠ざけるか、また

はテレビやラジオの向きを変えてください

●	LED 照明は明るくなるまでに時間がかかります

	 また、点灯後しばらくは明るさや光色が若干変

化します

使用上のお願い

●	湯沸器はレンジフードから

50cm以上離してください

	 レンジフードの下部には湯

沸器を絶対に取り付けない

でください

	 製品の損傷や高熱による故

障の原因となります

●	調理機器の真上、80cm 以上

に取り付けてあるか確認して

ください

	 火災予防のため、グリスフィ

ルターの下端が調理機器の真

上、80cm 以上に設けてくだ

さい

●	レンジフードの運転中は給

気をおこなってください

	 レンジフードの反対側の壁

に空気の取入口を設ける

か、部屋の扉を少し開けて

ください

	 空気の取り入れが不十分で

すと換気性能が低下した

り、レンジフードに異音・

振動が発生する場合があり

ます

●	市販のフィルターに交換したり、

重ねて使用しないでください

	 吸い込みが悪くなり、異音・振動

が発生する場合があります

	 性能を維持するため、専用の金属

製グリスフィルター（製品にあら

かじめセットしてあるもの）をご

使用ください

●	調理機器を使用するときは、

必ずレンジフードを運転して

ください

	 運転しないとフード内の温度

が上がり、製品の損傷や高熱

による故障の原因となります

●	調理機器の空焚きは絶対に

しないでください

	 製品の損傷や高熱による

	 故障の原因となります

●	部屋の扉や窓からの風が強い場合には、横風等の

影響で煙の捕集性能が悪くなる場合があります

	 レンジフード近辺の扉や窓からの横風等の影響が

ないようにしてください

●	エアコンの風が直接あたらないようにしてください

	 風を受けると、吸い込みが悪くなります

	 オープンな場所では特にフードから漏れやすくなり

ます

●	IH クッキングヒーター（電気コンロ）使用時、レ

ンジフードがあたたまりにくいため、結露（水滴）

が生じることがあります

	 お手数ですがその際は滴下する前に、調理中の鍋な

どによるやけどに注意して、ふき取ってご使用くだ

さい

	 特に冬期など気温の低い状況では結露が発生しや

すくなります

●	グリル付の調理機器と合わせて使用する場合、グリ

ル排気口から出る煙によって、壁パネルもしくはレ

ンジフード下面が結露することがあります

	 この場合は調理中の鍋などによるやけどに注意し

て、ふき取ってご使用ください

●	キッチンの気温が低いときに使用された場合には

レンジフードの表面が結露することがあります

	 結露した場合は、調理中の鍋などによるやけどに

注意して、ふき取ってご使用ください

●	整流板をはずして使用しないでください

	 吸い込みが悪くなります
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各部のなまえ



－ 6－ 1302 D181

切……… 運転が停止します。（LED 照明は消えません）

弱……… 煙の少ないとき、静かに運転したいとき。

中……… 通常の運転のとき。

強……… 煙の多いとき、早く換気したいとき。

……… LED 照明が点灯します。（スイッチを押すたびに点灯／消灯を繰り返します）

■	スイッチのボタンを押します。

使いかた

必ず守る

●	電気部品（モーター・スイッチ等）は、水・

洗剤等の液体につけたりかけたりしないこと

	 ショート・感電することがあります

水かけ禁止

●	ぬれた手でスイッチを操作しないこと

●	調理機器の使用中は絶対にお手入れはしないこと

	 感電やけがをすることがあります

●	お手入れの際は、必ず厚手の手袋をすること

	 鋼板の切り口や角でけがをすることがあります

手袋をする

電源を切る

●	お手入れの際は、レンジフードの運転を停止し、

照明を消す

	 次に必ず分電盤のレンジフード専用ブレーカーを

切ること

	 感電やけがをすることがあります

	 完了後は分電盤のレンジフード専用ブレーカーを

	 入れてください

分電盤

お手入れのしかた

取付注意

●	お手入れの際に、はずしたファンや部品の取り付

けは確実におこなうこと

	 落下によりけがをすることがあります

 警　告

 注　意

落下注意 落下注意

●	部品の取り付けまたは取りはずしの際は、部品を

落とさないように両手でしっかりと支えること

	 落下するとけがをしたり、部品の傷・変形の原因

となります

●	取りはずしや取付作業を台の上に乗っておこなう場

合は、必ず安定した台の上に乗っておこなうこと

	 バランスをくずして倒れ、けがをすることがあります

※	カウンターの上に乗って作業をおこなうこと

は絶対にしないでください
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お手入れの際のお願い

● 調理直後のお手入れはしない
・	調理直後はレンジフードが熱くなっている場合がありますのでご注意ください。

● お手入れはこまめにする
・	油が付着した状態で長期間ご使用になりますと、酸化した油で塗装面が変質して塗装はがれの原因となります。
	（変質がひどいと擦っただけではがれることがあります）
・	特に、グリスフィルターは汚れやすいので、１ヶ月に１回程度の頻度でお手入れしてください。
	 早めにお手入れいただきますと、汚れも簡単に落とせると同時に塗装面の劣化も防げます。

● 中性洗剤を使う
・	お手入れの際には、台所用中性洗剤をご使用ください。右図のものを使用されますと、
	 塗装面が変色したり、傷が付いたり、はがれたりすることがあります。

●	熱湯は変形のもと
・	60℃以上の熱湯は使用しないでください。樹脂部品が変形することがあります。

●	専用のグリスフィルター（製品にあらかじめセットしてあるもの）を使う、他のフィルター	
を重ねない
・	専用のグリスフィルター以外のフィルターを使用したり、他のフィルターを重ねたりすると、
	 通気抵抗が大きくなり、吸い込み不良や異音発生、故障などの原因となります。
	 また、金属以外のフィルターをご使用になると火災の原因となることがありますので、それらの使用は絶対にやめてください。

●	ファンを変形させない
・	ぶつけたり、落としたりして変形したファンで運転すると、振動や異音が発生することがあります。

●	ファンをはずした状態では運転しない
・	ファンをはずした状態で運転しないでください。モーターが過熱して故障の原因となります。

●	食器洗い乾燥機は使用しない
・	取りはずした部品は食器洗い乾燥機で洗わないでください。塗装がはがれることがあります。

お手入れのしかた（続き）

■	フード・整流板・オイルパネル・グリスフィルター
1ヶ月に1回程度を目安にお手入れをしてください。 

汚れが気になる場合は、その都度お手入れしてください（8～10ページ参照）。

こまめにお手入れしてください。

油が付着した状態で長期間ご使用になりますと、油が固まって汚れが落ちにくくなります。

特にフード・整流板・オイルパネル・グリスフィルターは1ヶ月に1回程度の頻度でお手入れしてください。

（ご使用の状況により、汚れの具合が異なります。）

油が付着した状態で長期間ご使用になりますと、酸化した油で塗装面が変質して塗装はがれの原因となります。

早めにお手入れいただきますと汚れも簡単に落とせ、塗装面の劣化も防げます。

お手入れ時期の目安

■	ファン・ベルマウス
ファン・ベルマウスのお手入れは、レンジフードを長期間お使いになった、汚れが目立つなど、

気になった場合におこなってください（11～14ページ参照）。
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お手入れのしかた（続き）

　お願い　

●	取りはずしの際は、整流板に油や水滴がた

まっている場合がありますので、油や水ダ

レに十分ご注意ください。

●	整流板をはずす際は、コンロ上に調理器具

などを置かないでください。

●	整流板のお手入れの際は、整流板引掛け部

や整流板吊り金具を変形させないようにご

注意ください。

	 変形させてしまった場合、整流板が取り付

かなくなることがあります。

●	取りはずしの際は、必ず左右同時にはずし

てください。整流板吊り金具の変形の原因

となります。

2 グリスフィルターをはずします。

グリスフィルターのとってを持ち、上に押し上げて

下側の溝からはずし、手前に引き出します。

　お願い　

取りはずしの際は、グリスフィルターに油や水滴

がたまっている場合がありますので、油や水ダレ

に十分ご注意ください。

1 整流板をはずします。

①	整流板の左右を両手でしっかりと支え、少し押

し上げます。

②	左右のストッパーを押し込みながらゆっくりと

10cm程度おろした状態で、整流板の後ろを持ち

上げ、整流板吊り金具からはずして手前へ取り

はずします。

整流板・グリスフィルターのはずしかた

●	部品の取り付けまたは取りはずしの際は、部品を

落とさないように両手でしっかりと支えること

	 落下するとけがをしたり、部品の傷・変形の原因

となります

落下注意

 注　意

禁　止

●	整流板を本体から取りはずさずに、図の

ような状態でお手入れをしないこと

	 落下するとけがをしたり、部品の傷・変

形の原因となります
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お手入れのしかた（続き）

■	グリスフィルター
	 中性洗剤を溶かしたぬるま湯に浸しながら表面のやわらかいスポンジなど

で洗ってください。

	 汚れがひどいときは中性洗剤を溶かしたぬるま湯につけ置きしたのち表面

のやわらかいスポンジなどで洗ってください。

	 汚れを落としたあと、洗剤が残らないように水洗いし、水気を取ってから取

り付けてください。

■	フード・整流板・オイルパネル
	 中性洗剤溶液に浸した布で汚れをふき取ったあと、洗剤が残らないよう、

水を湿らせた布で洗剤を良くふき取ってください。

	 特に本体の下端部は汚れが付きやいのでこまめにふき取ってください。

※	ふき掃除の際は、ベルマウスの脱落やフィルター固定部などの突起に

注意してください。

　お願い　

●	研磨剤入りの洗剤・研磨粒子入りの洗浄具（不織布など）や金属タワシ

などで表面をこすらないでください。

●	汚れの落ちやすさについては、ご使用条件によって異なります。

●	有機溶剤は使用しないでください。

●	油料理の頻度が高い場合や、長期間にわたりフィルターのお手入れをさ

れなかった場合、フィルターへの油付着が多くなり、油が垂れ落ちて整

流板の裏にたまることがあります。

●	目詰まりを放置すると、換気不良や異音・振動の原因となります。

　お願い　

●	はずした整流板は平らな面でお手入れしてください。（変形・傷の原

因となります。）

●	研磨剤入りの洗剤・研磨粒子入りの洗浄具（不織布など）や金属タワ

シなどで表面をこすらないでください。

●	汚れの落ちやすさについては、ご使用条件によって異なります。

●	有機溶剤は使用しないでください。

●	お手入れの際

は、必ず厚手の

手袋をすること

	 鋼板の切り口や

角でけがをする

ことがあります

●	電気部品（モーター・

スイッチ等）は、水・

洗剤等の液体につけ

たりかけたりしない

こと

	 ショート・感電する

ことがあります

手袋をする水かけ禁止

 警　告  注　意

フード・整流板・オイルパネル・グリスフィルターの洗いかた



－ 10－ 1302 D181

お手入れのしかた（続き）

1 グリスフィルターを取り付けます。

①	グリスフィルターを左右のガイドに沿って

押し上げます。

②	グリスフィルターの下側を溝に入れます。

2 整流板を取り付けます。

①	整流板の引掛け部を整流板吊り金具に

引っ掛けます。

②	整流板を両手でしっかりと支えながら

ゆっくりと手前側を上に持ち上げ、左右の

ストッパーを押しながらロックします。

③	整流板を軽く上下に動かしてみて確実に

取り付けられたことを確認してください。

　お願い　

●	取り付けの際は、必ず左右同時に取り

付けてください。整流板吊り金具の変

形の原因となります。

●	取り付けの際は、コンロ上に調理器具

などを置かないでください。

　お願い　

グリスフィルターが確実に固定されたこ

とを確認してください。

整流板・グリスフィルターの組み立てかた
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ファン・ベルマウスのはずしかた・組み立てかた
ファン・ベルマウスのお手入れは、レンジフードを長期間お使いになった、汚れが目立つなど、気になった場合に 

次の手順でおこなってください。

●	電気部品（モーター・スイッチ等）は、水・

洗剤等の液体につけたりかけたりしないこと

	 ショート・感電することがあります

水かけ禁止

電源を切る

●	お手入れの際は、レンジフードの運転を停止し、

照明を消す

	 次に必ず分電盤のレンジフード専用ブレーカーを

切ること

	 感電やけがをすることがあります

	 完了後は分電盤のレンジフード専用ブレーカーを

	 入れてください

分電盤

 警　告

必ず守る

●	ぬれた手でスイッチを操作しないこと

●	調理機器の使用中は絶対にお手入れはしないこと

	 感電やけがをすることがあります

●	お手入れの際は、必ず厚手の手袋をすること

	 鋼板の切り口や角でけがをすることがあります

手袋をする
取付注意

●	お手入れの際に、はずしたファンや部品の取り付

けは確実におこなうこと

	 落下によりけがをすることがあります

 注　意

落下注意

落下注意

●	部品の取り付けまたは取りはずしの際は、部品を

落とさないように両手でしっかりと支えること

	 落下するとけがをしたり、部品の傷・変形の原因

となります

●	取りはずしや取付作業を台の上に乗っておこなう場

合は、必ず安定した台の上に乗っておこなうこと

	 バランスをくずして倒れ、けがをすることがあり

ます

※	カウンターの上に乗って作業をおこなうこと

は絶対にしないでください



－ 12－ 1302 D181

ファン・ベルマウスのはずしかた・組み立てかた（続き）

ファン・ベルマウスのはずしかた

3 ファンをはずします。

①	ファンが回らないように軽く手で押さえ、ツマミを

「ゆるむ」（時計回り）の方向に回してはずします。

②	右図のようにファンの中央部を持ち、少し手前に

引き出します。

　お願い　

●	ファンは軽く押さえてください。

	 強く押さえると変形することがあります。

●	ファンをぶつけたり、落としたりして変形

させないでください。

1 整流板・グリスフィルターをはずします。

「整流板とグリスフィルターのはずしかた」 

（8ページ）を参照し、取りはずしてください。

2 ベルマウスをはずします。

ベルマウスを上に押し上げ、下側を溝からはずし、

両手でしっかりと支えながら手前に引き出します。

　お願い　

ファンの回転バランスをとるために、おもり（クリップ状の金具）がついて

いる場合がありますが、絶対にはずしたり、ずらしたりしないでください。

（バランスがくずれ、吸い込みが悪くなったり、異音の原因となります。）
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ファン・ベルマウスのはずしかた・組み立てかた（続き）

本体からはずして、中性洗剤を溶かしたぬるま湯に浸しながら表面のやわらかい

スポンジなどで洗ってください。

汚れがひどいときは中性洗剤を溶かしたぬるま湯につけ置きしたのち表面のやわ

らかいスポンジなどで洗ってください。

汚れを落としたあと、洗剤が残らないように水洗いし、水気を取ってから取り付け

てください。

③	ファンを両手で持ちかえてしっかりと持ち、取

り出します。

ファン・ベルマウスのはずしかた

ファン・ベルマウスの洗いかた

　お願い　

●	金属ブラシやタワシなどの固いものは、処理面を傷付けますので使用しないでください。

●	ファンを強く押さえたり、ぶつけたり、落としたりして変形させないでください。

	（異音や振動の原因となります。）

●	ファンの回転バランスをとるために、おもり（クリップ状の金具）が付いている場合が

ありますが、絶対にはずしたり、ずらしたりしないように洗ってください。

	（バランスがくずれ、吸い込みが悪くなったり、異音の原因となります。）

●	汚れの落ちやすさについては、ご使用条件によって異なります。

●	有機溶剤は使用しないでください。
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1 ファンを取り付けます。

①	ファンを両手でしっかりと持ち、本体開口部に

ファンを差し入れます。

　お願い　

ファンを取り付けるときは、ファン裏面の溝が

シャフトピンに合うように差し込んでください。

溝がシャフトピンに合っていないと異音や落下に

よりけがをすることがあります。

3 グリスフィルター・整流板を取り付けます。

「整流板とグリスフィルターの組み立てかた」 

（10ページ）を参照し、取り付けてください。

2 ベルマウスを取り付けます。

ベルマウスを両手でしっかりと持ちながら、本

体開口部にベルマウスを差し入れます。

ガイドに沿って上側へ押し上げ、ベルマウス下

側を溝に入れます。

③	ファンが回らないように軽く手で押さえ、ツマミ

を「しまる」（反時計回り）の方向に回してしっかり

と締め付けます。

ファン・ベルマウスのはずしかた・組み立てかた（続き）

ファン・ベルマウスの組み立てかた

②	ファン裏面の溝がモーター軸のシャフトピンに合

うように差し込みます。

　お願い　

ファンは軽く押さえてください。

強く押さえると変形することがあります。

　お願い　

溝にしっかりと差し込んでください。

ベルマウスの落下の原因となります。



－ 15－

修理を依頼される前に　　次の点をもう1度お調べください。

故障かなと思ったら

LED 照明の交換について

●	スイッチを入れてもファン・ 

照明の電源が入らない。

●	ファンがまわらない。
m

●	分電盤のブレーカーが切れている。

●	電源プラグがはずれている。
m

●	分電盤のブレーカーを「入」にす

る。

●	電源プラグを差し込む。

●	照明がつかない。 m
●	コネクターの接触不良か、

	 コネクターがはずれている。

●	照明器具が寿命を迎えている。
m ●	修理を依頼する。

●	異音がする。 m

●	ファンのツマミが緩んでいる。

●	ベルマウスの取り付けが不十分。

●	ファンの取り付けが不十分。

●	グリスフィルターが汚れて目詰まり

している。

●	給気が十分でない。

m

●	ファンのツマミを締め直す。

	 （14ページ参照）

●	ベルマウスを取り付け直す。

	 （14ページ参照）

●	ファンを取り付け直す。

	 （14ページ参照）

●	グリスフィルターをお手入れす

る。（9ページ参照）

●	窓・給気口を開け十分な給気を確

保する。

●	吸い込みが悪い。

●	運転音が異常に大きい。 m

●	市販のフィルターを重ねている。

●	グリスフィルターが汚れている。

●	給気が十分でない。

●	エアコンや窓からの風があたってい

る。

●	屋外の防火ダンパーが閉じていて、

排気されない。

●	屋外のベントキャップの防鳥網が目

詰まりしている。

m

●	市販のフィルターをはずす。

●	グリスフィルターをお手入れす

る。（9ページ参照）

●	窓・給気口を開け十分な給気を確

保する。

●	風があたらないようにする。

●	修理を依頼する。

●	防鳥網をお手入れする。

症　状 処　置考えられる原因

LED光源は蛍光灯や電球などのようにお客様ご自身でのお取り替えはできません。

光源寿命を迎えた場合は必ず交換作業をご依頼ください。

※	 LED照明は約４万時間の点灯で、約70％の照度になります。

※	照明器具の寿命は使用条件、取付条件などにより変化します。
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15ページに従ってお調べいただき、なお異常のあるときは、ご使用を中止し、必ず電源プラグを抜くか、分電盤

のブレーカーを切ってから、お買い上げの販売店、または裏表紙のクリナップカスタマーセンターまでお申し出く

ださい。

お買い上げの際に記入しておくとサービスを依頼される

ときに便利です。

ご連絡していただきたい内容

右壁面取付タイプ・センターフードの場合

左壁面取付タイプは反対側（スイッチ下） 

に表示しています。

レンジフードの形名は、 

オイルパネルの横前方に 

表示してあります。

補修用性能部品の保有期間 ご不明な点や修理に関するご相談は

修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げの販

売店または裏表紙のクリナップカスタマーセンターまでお問い

合わせください。

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打

切後６年間保有しています。

（補修用性能部品とは、その製品の機能を維

持するために必要な部品です。）

●	製品の保証期間は、お買い上げ後、取扱説明書、本体貼付ラベルの注意書に従った正常のご使用状態において1年

間です。

	 ただし、次の場合には、保証期間内でも有料になります。

（１）	火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変、異常電圧等不慮の事故により生じた故障および損傷。

（２）	使用上の誤り、改造等による故障および損傷。

品 　 名 レンジフード

形 　 名

製 造 番 号

お買い上げ日 　　年　　月　　日

故 障 の 状 況 できるだけ具体的に

ご 住 所 付近の目印なども併せてお知らせください。

お 名 前

電 話 番 号

訪問ご希望日

アフターサービス（必ずお読みください）

修理を依頼されるときは 出張修理

愛情点検

★長年ご使用の製品の点検を

ご使用の際、
このような
症状はあり
ませんか？

●	スイッチを入れても、動か

ないときがある。

●	運転中に異音や振動がある。

●	焦げ臭いにおいがする。

●	その他、異常・故障がある。

ご使用
中 止

このような症状のとき

は、故障や事故防止の

ため、電源を切り、必

ず販売店に点検・修理

をご相談ください。
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仕　様

消費電力、風量、騒音の測定はJIS C 9603による。

騒音値、風量は実際の使用条件では変化しますのでご了承ください。

レンジフードに使用している部品は、性能向上などのために予告なしに一部変更することがあります。

廃棄処分について
	この商品を廃棄処分される場合は、必ず公的な許可を受けている処理業者にご依頼ください。

アフターサービス（続き）

形　名
定格電圧
（V）

ノッチ
定格周波数
（Hz）

消費電力
（W）

風量（m3/h） 騒音
（dB）

製品質量
（kg）0Pa 時 100Pa 時

ZRS90SCD 100

強
50 100 510 420 47

25.5

60 120 490 430 46

中
50 64 365 - 39

60 68 320 - 36

弱
50 28 175 - 23

60 28 155 - 21

形　名
定格電圧
（V）

ノッチ
定格周波数
（Hz）

消費電力
（W）

風量（m3/h） 騒音
（dB）

製品質量
（kg）0Pa 時 100Pa 時

ZRS90CCE 100

強
50 100 510 420 47

28.0

60 120 490 430 46

中
50 64 365 - 39

60 68 320 - 36

弱
50 28 175 - 23

60 28 155 - 21
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ＺＲＳ９０ＳＣＤ・ＺＲＳ９０ＣＣＥ



 廃棄処分のしかた

この商品を廃棄処分する場合は、必ず公的な許可を受けている処理業者にご依頼ください。

 アフターサービスのご用命

ご使用にあたってご不明な点や、お気づきの点がございましたら、お買い求めの販売店または下記クリナップカ
スタマーセンターまでお問い合わせください。

2202A-20-47KIKI-0232


